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第

十

餘(

六
ニA)

論
.

說

哗

後

の

‘
綷
濟
的
苹
斯

:

戦

後

の

經

濟

的

革

新

2

パe

r
3/
.鉍

四、
ふ_.•

K
*

部

秀

助

七
ノ

山
來

*

逸の祐務

.省
な
る
も
の
.
が现時の

「

ベトマン

.ホ
ル
ク

I
ヒ
芮
照
に
と
り
て
は

*

t!
l
J 

視
せ
ら
れ
し
如
く
、過
去
三
十
年
に

1 1
れ
る
间
園
の
殖

K

政
策
も
亦
た
一
而
に
於
て
常
に
不
安 

ど
.動
搖
ど
に
製
は
れ
し
こ
と
は
、同
國
議
會
場
裡
の
論
爭
が
屢
々
吾
人
に
示
せ
し
處
に
し
て
'彼 

の「

エ
ル
ッ
べ

V

ガ
ー」

?

央
鎞

)
「

ホ
ハ

」
(

社
會
民
主
鐵
雨
代
議
士
の
金
剛
石
«
賣
鎅
業
に
對
す
る 

汧

I f
の
勿
き
僅
か
に
其

一

端
を

®

ら
せ
る
も
の
に
過
ぎ
ざ

b

し
が

Z
註)

f?
.

:

spr
*

^
の
攻
駭
の
浴
說

It
-T
九

-p
r

十
二
^
-
五
刀
ニ
 

H
、獨
逸
帝
國
議
會

I:
於
て

^

さ

.れ

し

も

の

に

し

て

、
其

謎

^

の
小 

心
：：；

猢

領

南

蓝I:
於
け

る
金
剛
石
鹿
出
额
の
過
超
が
蓊
し
く
金
剛
石
淇
潘
の
市
惯
か
低
落
せ
し
む
る

1:
茧
リ
し
と

1:ム

ふ

點
|:

ぁ
リ
、今
、此

攻

擊

の

较

生

せ

し

骱

邮
I:

於

け

ろ
：！
： '

招
铙
'
脅

社

の
#

_

報

货
^

见
.る
l;
f

シ

n

ク」

糊
附
近 

の
金
：削
：■，
石

..
坑

へ

十

六

特

所

}
ふ
り

梂
韻
せ
.
k

れ
し
：■金
削
石
：の

港

S
： :

鈸
は
：出十
九
负
八
午
八
汀

六

-十

S

力
ヲ
少

I
h
r 
,

i
し
.

.ズ
、典
_愤

格

I
I

千

！

TI
H

十
八
茁
九
千

w

rr
:
.7
l
十
六
防
、而
し
て
之
れ
が

■什
卯

 ̂

f
i
r 

y

ト
ダ

1

0
7
 ̂

r
ム
ス
テ
ル
ダ

i
 

I:
し
て
、常
時
、獨
巡
國
內

|:
て
消
钗
せ
ら
れ
し
は
、僅

r
l:
金
產
山
額
の
 

一一一
.ハ
1

セ

 ̂

V
 

X
 

U

過

ざ

ず
、倚
ほ
⑶
印

U
於 

け
る
冏
會
社
の
純
益

1 1

六
十
八
馮
七
千
九
可
•パ
十
一
隗

|*
し
て
、其
配
當
は
十
ス
ー
セ
ゾ
ト

j

な
り
.し
も
の
な
り
と
す 

.(schulthess 

E
u
r
o
p
a
i
s
d
l
e
r

 

G
e
s
c
M
C
S
S
E
e
n
d
e
r
.

 

2CO
^

s

s
 

s. 

1
3
3

 

及
拙 

i
lfi
逸
對
列
强
の
抗
爭

a

五
七 

I 
ポ
八)

吏
に
今
囘
の
戦
役
に
於
て

•獅
逸
殖
民
地
が
英
國
の
殖

R

地
に
比
し
て
遙
か
に
無
意
義
な
る 

狀
態
を

M

す
る
に
至
り
し
こ
ビ
は
、獅
逸
を
し
て
他

m
、

其
殖
民
政
策
に
一
轉
化
を
與
ふ
る
の
必 

要
を
感
せ
し
め
、斯
く
て
此
國
は
、煨

®「

ャ
フ

7

1」

が
論
せ
る
如
く
直
接
、⑽
接
、自
國
の
武
力
に
ょ 

り

保
謹
せ
ら
れ
得
る
地
方
に
專
ら
其
勢
力
を
抉
殖
す
る
に
策
る
可
し
、

(

®

此
點
ょ
り
し
て
；

ル
 

力
ン

」

双
に
土

s i「

メ
ソ

。ホ
タ
ミ
ァ

」

♦か
著
し
く
注
意
の
箱
點
化
す
る
と
典
に
、

3 1

に
獨
逸
に
ヾ
し
り
て 

楚
等
の
地
方
の
必
要
視
せ
ら
る
、
所
以
は
、實
に
同
國
內
に
缺
乏
せ
る
物
資
を
此
方
而
に
求
め

こ
.
 

• 

.

得
る
の
一
事
な
り
？
：す、即
ち
其
第

】

は
獨
逸
の
戰
時
.エ業
上
、最
も
必
要
に
し
て
最
も

.缺
乏
せ 

る
銅
及
石
汕

R

し
て
、先
づ
前
紫
に
就
き
て
注
意
す
可
き
は
東
部

「

セ
ル
ビ
ァ

」

に
於
け
る

「

ボ
ォ
ル

」 

の
銅
鑛
に
し
て
岗
銅
坑
は
歐
洲
諸
國
の
銅
山
中
其
產

{ 1
}
額
に
於
て
第
二
位
を
占
め
、五
六
年
前 

に
は
白
洱
義
の

, '
1
會
社
之
れ
が
採
掘
に
從
事
せ
し
も
、年
々
坶
失
を
重
ぬ
る
の
み
な
り
し
が
、今 

を
去
る
四
年
前
突
然
、大
鑛
床
發
見
せ
ら
れ
蜎
戰
前
迄
は

« -
ら
米
國
方
商
に
輸
出

.せ

..られ
し
も

第
十
怨

(

六一1

九)

論
說
戰
後
の
經
濟
讷
革
新

 

望
挪

' 

雙

：



笫
十
饴

au§
)

論脱戦後の經濟的苹新，

 

第

艽

锶

㈣
叫 

の
な

h

e
す
、而
し
て
獅
逸
は
現
時
の
戰
役
に
於
て
は
勿
論
戦
後
に
あ
り
て
も
必
ず
や
之
れ
が 

利
用
方
法
を
講
ず
る
に
至
る
可
し
。

(

註
ニ

)

註 

一
'
 

E.  Ja

???,  Volks  wirtschaft  und  Krieg,  s.  14.

註 
二 

Dr.  H.  V.  

Sauter,  Die  wirtschaftliche  Entwicklg

叫 

Balkanstaten.〈Die  Balkaufra

与，S.IOO-J9r

ノ

M

に
後
者
た
る
石
汕
に
就

&

て
は
、「

バ
ル
方
ン

」

方

il
l
! に
は

「

ル
f

マ
二
ア

」

心
る
も
、同
國
の
態
度 

は
必
ず
し
も
常
に
獅
逸
^
ニ
致
す

る
も
の
に
あ
ら
ざ

る
を
以
て
，獨
逸
は
他
に
自
國
用
の
汕
田 

を
獲
得
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、此
點
に
於
て
注
意
す
可
き
地
方
は
小

®

_
S 5
の
沿

^

地
*

「

ア
ル
メ 

ニ
ア」

「

シ
プ
ア

.！殊に

「

メ
ソ
。ホタ
ミ
ア

」

の
大
油
田

i

な
す
、今、

「

ド
ク
ト
ル

.力
ー
ヤ
ア
ン
ト
ン

•シ」

I 

フ

ァ
|」

が「

獨
、土
友
情
論

」

中
に
揭

げ

し
地

圖

に
ょ

6

て
之
れ
が

所

花
地
を

見

る

に
つ
パ
グ
ラ
ッ
ト」 

「

以
北
に
於
て
フ
！
ム

V

I
ト」

に近く

「

、
パ
ダ
ラ
ッ
ト

S

道
に
沿
ふ
て

「

ハムマム

.ア
ジ
ー

」

及「

ガ
ヤ
ラ

」 

の
大
油
田
あ
り
、次
ぎ
に

「

キ

,

ク
ッ
ク

」

に
近
ぐ

「

キ
ル
タ
ッ

.
ク」

の
汕

m

あ
り
其
他

r

パ
ダ
ラ
ッ
ト

a 

.
0
の
支
線

(

I I
盡
線

)

附
近
に
は

「

ツ
ツ

*ク
ル
マ
ト
リ

J、「

キ
フ
ク

」
、

「
カ
ス
リ
•ン

ソ

ン/  
メ
ン
デ
リ
ー

t

の
 

油
田
心
り

•

(

註)

G
r
- 

c,>,sc!VMfer,  JDeutsc'h  =

 tiirl<isc'he  P*rcv:nclsc"haft,  s,  

w
s
.

而
し
て
楚
等
油
田
の

.採
掘
權
を
開
戰
前
即
ち
千
九

.而
十

0

年
六
刀
来
に
獾
得
せ
し

1

個
の 

放
資
圓
は
英
國
侧

i

觸
逸
和
蘭
侧
ビ
に
分
れ
れ
、前
漭
は

「

ア
ン
グ
で
べ
ル
シ
ア
ン
.オ
ィ
ル
コ
ム 

パ
ニ

1」

の
經
營
漭

.たる

「

ダ
ぐ
シ

1」

氏
に
ょ
り
て
代
表
せ
ら
れ
後
萆
は
獨
逸
鈒
お
及
王
立
和
爾 

石
汕
會
社
の
聯
合
た
る
土
洱
其
石
汕
會
社
な
り
ヾ

」

す
、蓋、英
國
の
海
艰
が
石
炭
に
代
ゆ
る
に
石 

油
を
以
て
燃
料
ビ
な
す
に
至
り
し
結
果
、同
國
政
庥
は

1

昨
年
瓦
ょ
り
大
规
榄
の
戰
時
衣
汕
貯 

藏
針

®

を
開
始
し
、

»

く
て
自

i:
i
:
I黨
の
名
士

/ :
丨
レ
ー

」

_

の
如
き
は

「

メ
キ
シ
コ

」

に
於
，て石
汕
寧 

業
を
營
め
る

「

ビ
アソ
ン

」

曾
®

の
委
託
に
ょ
り
て
、專

&

英
國
の
戰
時
用
に
供
せ
ら
る
、
油
田
を 

「

エ:ク
ソ
ド

.
ル」

及rr-  

ロ
ン
ビ
ア

」

方
而
に
求
め
し
こ
と
あ

A

IT
O
し
て
英
政
府
の
手
は
页
に
波
斯
方 

而
に
现
は
れ
所
謂
、

「

ア
ン
グ
ロ

*。
へルシアン

•オ
ィ
ル

♦
コ
ム
パ
ユ
ー

」

の
鹽

©

權
質
收
問
遥
を
#
敗 

す
に
^
れ

A

K
貝
收
惯
格
は
三
四

wM

磅
と
獬
せ
ら
る

)

、元
來
、此
會
社
は
千
九
西
九
尔
即
ち
英 

»

協
約

錢

滿
三
ヶ
牟
を
經
過
せ
ざ
る
際
に
創
立

.を
見
し
も
の
に
し
て
'同
會
祉
は
千
九
百
六
十 

一
年
に

^

る
迄
、波
斯
全
土
®
、

「

力
ス
ピJ

海
畔
の
北
部
五
州
及

»

境
を
除
く
}に
於
け
る
採
汕
の

» 

ト：：

權

を

布

，せ

る

も

の

に

し

て

、
p

下
南
部
波
斯
に
於
て
採
沖
小
の

.主
要
な
る
汕

II
I

は「

モ
、ノ 

メ
ラ

」 

の
朿
北
部
に
あ
る

「

マ
ィ
ダ
ー
一

」

汕
田
に
し
て
、此
汕

E

は
水
運
の
便
多
き
一
力

,ン」

^

に
近
く
、加ふ 

姑
十
饴
ハ

.»
-ハ
ー
ー
ー
|

)

諭

說 

>鞅

後

の

經

濟

的

革

新

f ;
; E
诚 

叫优



第
十
怨
_ 

(

六
三
ニ)

論

m

戦
後
の
.經
濟
，的
茁
新 

第

光

诚

PH

六

る
に

&

驗
ぁ
る
技
師
及
勞
働
漭
の
多
數
、後
印

.度
方
而
ょ
ぅ
分
遺
せ
ら
れ
し
を
以
て
、典
離
業
の 

如
き

M

に
大
な
る
搬
張
を
見
る
に
茧
り
し
な
る
可
し
、只
だ

「

メ
ソ

。ホ
タ
シ
ア

」

方
而
に
妗
け
る

「

ア
 

ン
ダ
ロ•ベ
ル
シ
ア
ン.ォ
ィ
ル

.
コ
ム
パ
ニ
ー

」

の
特
權

(

採
油
乘
及

「

シ
ヤ
ッ
ト
：ユ
ぐ
ア
ラ
ブ
ー
の
河
ロ 

迄
、土
邛
其
の
領
土
を
通
過
し
て
石
汕
輸
送

*

を
設

S

す
る
權

®

は
不
幸
、々
囘
の
戰
役
の
爲
め
 

に
十
斷
す
る
に
茧
り
し
を
以
て
、獨
逸
は
此
機
會
を
利
用
し
て
輿
ら
之
れ
が
*
利
の
獲
得
を
務 

む
る

i

>»
に
、
fl
[
せ
て
是
等
の
汕
田
ょ
り
採
汕
せ
ら
れ
し
も
の
を

「
\

ダ
ダ
ッ
ト

」

鐵
道
及
囟
阈
海 

取
の
燃
料
に
使
用
す
る
は
勿
論
、又
、戰
時
に
於
け
る
一
般
の
準
備
用
に
俾
す
る
に
至
る
可
し
。

51
に
®
 
ニ
の
卯

®

は
農
産
物
殊
に
穀
物
及
綿
花
に
し
て
、此
點
に
關
し
，

「

バ
ル
カ
ン

」

の
諸
國
殊 

に「

フ
ル
力
リ
ア

」

及「

セ
ル
ビ
ア

」

の
如
き
は
何
れ
も
農
業
の
程
度
極
‘め
て
幼
稚
な
る
狀
態
に
存
す 

る
に
不
拘

(

現
に
千
九

1-
1
十
年

「

セ
ぐ
ビ
ア

」

方
®
に
於
け
る
人
造
肥
料
の
輸
入
は
六

^

ニ
千
ニ
 

Y
 

ニ「

キ
ロ
グ
ラ
ム

」

な
り
し
が
、其
翌
年
に
《
減
じ
て
僅
か
に
五
千
七
诃
四
十
九

「

キ
ロ
グ
ラ
ム

」

と
な 

れ
り

)

^

ほ
年
々
穀
物
の
國
外
に
輸
出
せ
ら
れ
し
も
の

「
ブ
ル
ガ
リ
ア

」

に
ぁ
り
て
は

.約

】

®

|1ー

千 

莴
法

'

「

セ
ル
ビ
ア

」

に
ぁ
ぅ
て
は
六
千
萬
法
に
逄
せ

K

0

に
以
上
の
地
方
に
於
け
る
牧
蒂
業
は
毂 

物
_

培
の
如
く

®

大
な
ら
ざ
る
も
、

®

ほ「

セ
ル
ビ
ア

」

に
あ
う
て

.

.は年
々
約

六

离

爾

の
食

牛

を

國

外
に
輸
出
し
、

「

ブ
ル
ガ
リ
ア

」

も
亦
れ
年
に
一
萬
頭
を
土

#

其
方
■面の
市
場
に
輸
出
せ
し
も
の
な 

b
, 

€
す
、假
り
に
以
上
の
地
方
に
於
て
獨
逸
が
穀
物
補
給
の
方
法
を
講
ず

る

こ
i

能
は
ず
ヾ
し
な 

す
も
同
國
は
页
に

「

メ
ソ
.
。ホ
' 

タ
ミ
ア

」

方
面
に
於
て
之
れ
が
努
力
を
繼
績
す
る
に
茧
る
ベ
し
、而し 

て
同
方
而
を
し
て
昔
時
の
狀
德
に
復
歸
せ
し
め
ん
爲
め
印
度
及
埃
及

•
に
於
け
る

[Q
]

敎
徒
の

#

 

住
を
獎
勵
す
る
策
は

®

に
英
の
土
木
抜
師

「

ク
ホ

ル

コ
ッ
ク
ス

」

の
講
ず
る
處
な
り
し
が
、最
近
此
方 

而
の
開
柘
冏
題
に
最
も
多
く
翁
服
せ
し
は
獨
逸
に
し

.て、例
者
、土
耳
其
領
內
に
ぁ
り
て
、直
接

、
»

 

逸
人
の
手
に
な
れ
る
最
初
の
灌
漑
事
業

i

稱
せ
ら
る
、

r

コ
ニ
ア

J

平
原
約
五
萬

「

へ
ク
タ
ー

」

の
^

 

槳
の
如
き

(

チ
九
西
十
三
年

{
元
成
、其
翌
年
よ
り
實
際
の
經
營
に
移
れ
り
、

®

し

て

此

事

業

に

|»
す 

る
出
資
者
は

「

ア
ナ
ト
ジ
ア

j.

鐵
道
會
祉
及

r

フ
ー
ソ
ン
ク
フ
火
ト
デ
ム

.

マ
イ
ン

」

の「

ホ
ル
ツ
マ

ー

ど
#

 

祉
に
し
て
、其
出
資
額
は
ニ
千
萬
法
な

K
y 

S

す)

こ
れ
が
爲
め
に
從
來

0
收
權
高
は
約
十
倍
の
增 

加
を
見

.
る
に
至
る
可
し
ビ
云
ふ
、何
ほ
他
に
斯
く
の
如
き
方
法
を
施
す
に
於
て
は

「

メ
ソ
ギ
タ
ミ 

ア」

方
面
よ
り
年
々
一
西
离
噸
.の
小
麥
を
產
出
せ
し
む
る
こ
ミ
は
必
ず
し
も
難
事
に
わ
ら
ざ
る 

可
し
ビ
、觅

に

戰

後

の

獅

逸

に

於

て

痛

切

に

感

せ

ふ

る

、
間

題

は

綿

花

の

供

給

地

_

®

に
し
て

之
.

れ
よ
り
先
き
同
國
に
ぁ
む
て
は
北
米
合
衆
國
に
於
け

る

綿
花

.
生
產
额

.

.が
旣
.に

清

加

の
m

點

.

.

齚

十

涵

(

六
璧

)

論

睨

.戦
後
の
經
濟
的
.革
新
. 

辩
5£
號 

四
七



第
十
怨

(

六
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論
說
戦
後
の
級
濟
的
本
新

 

姑
芄
诚 

四
八

に
達
せ

る
.を
«

じ
て
：

«

ら
a

國
の
殖
民
地

.を
之
れ
.が
栽
培
地
に
供
せ

し

S

I

M
の
戦
役
ど
共

に
水
泡
に
歸
せ
し
を

.以
て

»

後
は
鄭
ら

一

朝
有
事
の
際
に
自
己
の
武
力
に
ょ
り
擁
證
し
#
る

*  
メ
ソ

•ホ
タ
ミ
ア

」
方
而
に
之
れ
が
供
給
地
を
撰
觉
す
る
に
统
る
可
し
、现に

「

ス
ミ
ル
ナ

J

の
背
地
及

「

キ
リ
キ

.タ
シ
ユ

」

平
股
の
産
出

®

の
如
き
は
灌
漑
^
業
の
結
架
と
し
て
藩
し
く
堺
加
す
る
に
亜

り、殊
に
後
漭
の
方
而
に
於
け
る
之
れ

A

產
額
の
增
加
は
旣
に
千
九

¥ |
五
年
を
以
て

「

ド
ィ
ッ
エ

.

レ
ゾ
ン
チ
ー
一
ッ
セ
♦バ

，ソ

ム

ク

ォ

ー

ル
‘ゲ

ゼ

ル.、ゾ
ヤ
フ
ト」

の

剡

立

を

兑

る

に

至
6
、1^
1

會
祉
は
其

初
め

#

ら
棉
花
の
貝
入
に
從
斟
せ
し
が

'其
後

「

キ
リ
キ

ッ

ン

ユ」

啡

M

の「

方
ス
マ
ユ

rl
l」

附
近

I:
て

ff
i

接
之
れ
が
栽
培
を
開
始
す
る
に
至
り
、其
資
本
金
は
其
初
め
十
五
腐
麻
な
り
し
が
漸
次
增
加

し
て
七
十

^
麻

y

し
な

り

、
今|:
|

に

て

はK

^

0

rアダナ

」

4

スミルナ

」

の
兩
方
而
に
わ

6

て
本
國

方
而
と
の
取
別
に
從
事
せ
り
、典他
、將
來

; >
一
 
れ
が
栽
培
地
ど
し
て

®

は

せ

ら

る

、
地

方

はr

チ
ヤ

ラ」

及「

ア
ド
工
ム

」

の
流
域
三
十
离

「

へ
ク
タ

丨」

'

「

チ
グ

ソ

ス」

の
流
域

W

十
萬

r

へ
ク
タ
ー」

、

「

ユ

ー

フ
ラ

I

ト」

の

流

域

西

ニ

十

海「

へ

ク

タ

ー」「

シ

ャ
ト
♦
エルアラブ

」
の
流
域
二
十

^「

へ
ク
タ
ー

」

等
な
り
ビ

す
、之
れ
を
要
す
る
に
以
上
の
方
而
に
於
け
る

*

逸
の
«
€
栽
培
は
间
國
の
戰
後
に
於
け
る
事 

..業中

’殊
に
願
蓊

^
ゾ
る
意
義
を
釘
す
ハ
る
も
の
な
り
マ
ト
倩
ず
ぺ
註

)

戰
後
の
獨
逸
に
し
て
眞

R
土
耳
其
の
將
來
を
政
治
的
に
經
濟
的
に
强
大
な
ら
し
め
ん

i
欲 

-せ
ば
、寧
ろ
人
文

.的
、
:*
濟
的
政
策
に
之
れ
が
解
決
を
求
め
ざ
る
可
か
ら
ず
被
の
軍
政
改
革
の
如 

き
は
僅
か
に
土
耳
其

®

新
事
業
の
一
.，部
分
に
過
ぎ
ざ
る
名
の
な

A 

i
す
、而
し
て
土

耳
興

の
®
 

.

.濟
狀
態
は
遙
か
に
歐
洲

'列
强
に
及
ば
ざ
る

^
.
:共に
、其
人
口
も
亦
稀
铋
な
る
を
以
て
、將
來
の
土 

却
其
を
盛
大

^
赴
か
し
む
る

.一
方
法
と
し
て
は

^

づ
能
カ
ぁ
る
移
说
を
歡
迎
し
、之
れ
に
ょ

^
, 

て
典
農
業
を
改
齊
し

.文
明
，の
向
上
^
求
む
る
の
覺
悟
な

.か
ら
ざ
る
可
，

^

ら
中
、此
點

.

.に
於
て

?f 

-人

0
注
意
に
上
る
も

0
を「

チ
ォ

'

-
ス
ム
ス

」

の
運
動

A

な
す
、而
し
て
.，此
運
動
た
る
や

、
®

®

i
ド
ク
. 

-ト
ル
.ダ
 

ニ 

エ
ル」

が 

D
e
r

 

zionismns-’ist

a.
e
h
t 

v

salseine politische 

s
t
e
m
s

'o
:r
p
p
e
‘
i 
評
せ
る
.ょ

t
i
9
 

i

に
深
き
葸
義
は
於
て
彼
等
同
族
間
：は
存
ず
，る
段
族
的
新
生
活

0
意
義
を
表
禺
す
る
も

の
な
办
 

i 信
す

o

(

註
”

'：:

'

-も
“
 

M
; 
:
:
:
'
h

 

■

.

ハ
 

' .

ぃ
 

bameis'Dief
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w
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.

 

.  

‘

而

し

て

猶

太

民

族

的

，國
家
の
創
難
、即
ち
t

t

f

の
，發
展
•
は
之
れ
.を

其

中

心

人

_「

グ
ォ
デ

饿

十

怨

(

六
三
®
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第
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I 

^
0

ル•へ：.

ル
ツ

ル
ス」

に
^ '
め
^

;^
を
得
ず
、彼
れ
は

澳
函
の
生
れ
に
し
江

^

イ
エ
：ン

•フ
ラ
イ

エ

ン
.ブ
レ
ッ
セ

.丨」
の
通
信
員
ど
し

.て
a

里
に
滯
在
せ

.し
こ
と
ぁ
其
人
格
は
新
時
代
の
猶
太

a

族
を
代
表
す

.る
も
の

.に
し
て
、彼
れ
は
千
八
百
九
十
七
年
を
以
て

「

バ
ー
ゼ
ル

」

に「

チ
ォ
二
ス
ト

」

の

第

1

囘
の
大
會
を
催
し
、以
て
猶
太
民
族
の
統
一

.的
精
純
を
熾
ん
な
ら
し
め
ん
と
せ
り
、爾
來
、今

H

に
至
る
迄
、之
れ
が

#
■
合
.を

見

し

、こ
i

十

1

囘
、其
本
'部
を
伯
林
に
設
け
：、

「

ド
ク
t

A

オ
ッ
ト
I

ソ
ー
ル
，ブ
ル
.

グ」

双
授
之
れ
が
會
頭
た
り

.

,

ほ
同

#

の
基
本
財
產
ば
中̂
萬

Ja
#

々
收
入
約

W

.

五
十
萬
麻
に
し

て
、
導

.
&
敎

育

其

他
0

事
業
に
投
せ

:&
る
、

も
の
な

A 

i
す
、
而
し

て
今

口、
之

れ

が
會
員
れ
る
者
の
數
は
十
三

'
萬
、其
ホ
、»

逸

は

T
:

萬
、最
近
同
國
に
於
け
る
之
れ
が
運
動
の
結
果

お
し
て
其
數
は
页
に
增
加
妒
石
に
至
れ

6

W

G
の
如
ぐ
獨
逸
が
此
運
動
の
中
心
た
る
、こ

6

は

1
'面
、同

述

動

の

中

央
' «

關
杧
る「

世
界」

及

獨

逸

は

於

け

る

此
®

動
の
機
關
た
る

『

ユ
1

デ
、シ

x
>

ル
ン
.■ド

ブ

ヤ
ク」

；
他
四
種
の
週
報
の
發
列
せ
ら
る
、
に
ょ
ち

W

知
る
を

.得
可

b

M
に
實
際
的

方

®

に
就
き
て
見
る
に
、最
近
、

「

.パ
'ジ
ス
チ
ナ

」

方
面
に
於
か
る
舊
太

^

の
移
住
者
は
友
の
如

.し
。
，
：'

1.

八
六

七
汽

 

一

ニ
五
〇
〇

人

.

.

.

.

1

A

. A

.
1
 

年
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ニ 
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o 0

0

人 

，
く

|
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八
-九
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#
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三
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〇
〇
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聚 
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w1
6广

 s.  

Q-n)  

I

而
し
て
以
上
の
大
多
數
は

「

チ
ォ
テ
ス
ト

」

の
連
動
の
結

«

と
し
て
發
生
せ
し
も
の
な
り
ど
す

、
‘
 

加
ふ
る
に
彼
等
が

一

馏
の
資
力
あ
る
農
民
を
し
て
此
方
.而の
開

發
に

非
常
な
る
貢
献
を

な
し

' 

つ
、
あ
る
こ
^
は
現
に
此
附
近
を
旅
行
せ

る

®
督
敎
徒
の
多
く
が
承
認
す
る
處
に
し

て
、土
耳 

其
政
府
其
漭
に
對
し
て
も
彼
等
の
發
逄
が
寧
ろ
祝
す
可
き
理

tt
l

は
現
に
彼
等
の
殖
民

地
の

】

つ
な
る

「

ベ
タ
ヒ
.チ
タ

ソ」

に
於
て
三
十
五
年
前
に
値
か
に
六
千
麻
の
納
稅
を
な
せ
し
も
の
が

f
 

白

ィ

三

年

に

は

！！
に

其

納

稅

额

が

六

莴

八

千

麻

.に

達

す

る

に
K

y
し
を
見
て
知

る
を

得
可 

し
、之
れ
を
耍
す
る
に
戰
後
の
獨
逸
ビ
土
耳
其
と
が
經
濟
的
に
人
文
的
に
此
地
力
を
開
發
せ
今 

W

欲
せ
ば
先
づ
此
運
動
を
助
成
す
る
の
與
氣
な
か
る
可
か
ら
ざ
る
な

&
。

(

完)

第十頮

，
(

，六
三
七
V

.

.論

.

說

.

戰

後.
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